
地域医療連携推進法人制度について 

 

・「地域医療連携推進法人」の新設を盛り込んだ「改正医療法」が９

月に可決、成立。 

 

・地域医療連携推進法人とは、統一的な医療連携推進方針を策定し、

診療科(病床)の再編、医師の配置換え、救急患者受入ルールの策

定などの医療連携推進業務を実施する法人（=一般社団法人）で県

が認可するもの。 

 

・競争よりも協調を進め、地域において質が高く効率的な医療提供

体制を確保。 

 

・経営基盤の効率化については、統合再編のための議論を進めると

ともに、当面は地域医療連携推進法人制度を活用するため、地域

ごとに導入意欲のある病院等による研究会を立ち上げて導入を推

進。 
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「地域医療構想タウンミーティング」について（案） 

 

■ 目 的 

  広く一般県民に対して、地域医療の現状と将来の見込み、それに基づく地

域医療構想の内容を説明するとともに、医療機関における地域医療構想に関

する考え、地域医療への取組を紹介し、住民からのご意見を吸い上げ、地域

医療構想の策定に反映する。 

 

■ 日 時 

 平成２７年１２月２６日（土）１３時～１５時（未定） 

 

■ 場 所 

 岐阜県図書館 多目的ホール 

 

■ 対 象 者  

 一般県民を募集（約１５０名） 

 

■ 内 容 

 １ 地域医療構想の説明 

（岐阜県健康福祉政策課長） 

 ２ 病院協会における地域医療構想に関する考え 

（岐阜県病院協会 冨田会長） 

 ３ 岐阜県医師会における地域医療構想に関する考え 

（岐阜県医師会 ○○） 

 ４ （仮）地域全体で支える医療体制について 

（県北西部地域医療センター国保白鳥病院 後藤院長） 

 ５ 質疑応答 

 

■ 周知方法 

・県ホームページ 

・県政記者クラブへの資料提供 

・各医療機関への周知（患者、病院ボランティア等への周知を依頼） 

・市町村広報紙への掲載依頼（その他の方法による周知も依頼） 
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